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校務支援システムの出席簿への入力を毎月月末締めとし、結果を生徒に還元することで欠
席・遅刻を抑制する。

考査終了後の成績処理で成績伝票を出力し、確認・提出することにより、欠課時数の把握と
指導につなげる。

中学生体験入学の企画を作成し中学校へ周知を図る。本校の良さを伝える内容を企画し、
申込数350名超を目指す。

中学校や塾を対象とした進路相談会や学校説明会において、効果的な広報活動を展開す
る。

定期健康診断を確実に行い、その事後措置を適切に行う。

熱中症や各種感染症等の予防啓発に向けて、保健だよりの作成と掲示物の有効活用を図
り、生徒の健康への意識啓発を図る。

美化強化週間を設定して、清掃指導を組織的に行い、校内の環境整備に努める。

生徒情報共有を１学期に行い、生徒理解を深めるための職員研修を適宜行う。

学年・関係教科と連携し、本校生徒の進路実現に合った模試・検定を精選する。

地域企業・大学・市役所等と連携を図ることで、探究活動を充実させる。

職員間の共通理解を図り、諸問題に対して組織的に迅速かつ丁寧に対応していく。

個別の面談や月に一度実施するいじめアンケート等を活用して、生徒の実態把握と情報収
集に努める。

ルールやマナーの理解を深める取り組みを充実させ、規範意識の向上を図る。

貸し出し用の授業用PC、タブレット、プロジェクター、スクリーン等の管理を行い、活用しやす
い環境整備とサポ ート体制を充実させる。

年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　実施段階　）

・依然としてインフルエンザ
やコロナなどの感染症に罹
患する人が多いので感染症
対策は十分にお願いした
い。

・研修等は、うけるだけでなく
それをその後実践してこそそ
の研修の意義があると思う。

基礎力診断テスト
（国数英GTZ段階別人数）
　　　　　　　１回目から２回目
　A段階以上　　４．２５倍
　B段階以上　　１．５１倍

　校務支援システムの出席簿へ
の定期入力の実施。
　成績伝票による欠課時数の確
認１００％。

体験入学アンケート結果
進路の参考になったか
とてもなった：70.6%
少しなった：29.4%
印象に変化があったか
とてもよくなった・よくなった：94.1%

定期健康診断の結果、要受診と
なった生徒106名。
受診した生徒　15名（14.2％）
未受診の生徒　91名（85.8％）

今年度のSC相談枠114回
相談数　73回（稼働率64％）

進路行事満足度（肯定的回答）
進路説明会94％(全学年)
講座89％（全学年）
面接・小論文指導96％（３年）

自己評価

結果の考察と次年度の課題評価項目 具体的目標 評価（３月）

教育支援部
（企画・広報課）

J　広報活動を充実させ、体験入学参
加者ひいては受験者増加に結びつけ
る。
⑫ホームページの更新を即時性を
持って行う。

B

A

A

生徒育成部
（生徒指導部）

授業アンケートを分析し、結果を周知することにより、振り返りの時間の状況を確認し、授業
での振り返りの時間の確保につなげる。

基礎力診断テストの機会を利用して「学びなおし」を計画的に実施し、生徒の実態に応じた指
導を行う。

二者面談により、生徒の現状を把握し、基本的生活習慣の問題点についてその改善を促
す。

D　学校行事を通して、生徒の自主
性・主体性を伸ばし、自己有用感を高
める。

具体的方策

学校運営協議会評価

昨年度の成果と課題 令和７年度重点目標 具体的目標

I　地域との連携の推進。
J　広報活動の充実。

⑪小中学校や地域が実施する行事等に積極的に協力する。
⑫ホームページの更新を即時性を持って行う。

１ 成果

(１)アフターコロナの中で、新たな形での学校
行事を実施し、生徒達の達成感や満足度の
向上に繋がった。
（2）１年次から３年次へと、探究活動を軸とし
た学びのプログラムの一つの形を作ることが
出来た。
　
２ 課題

(1)個に応じた学力の育成。
(2）生徒の主体性の一層の伸長。
(3)生徒の規範意識の向上。
(4)人権を大切にする環境作り。　　　　(5)広
報活動の一層の充実。

A　基礎学力の充実。
B　生徒個々の進路志望実現に向けた学力の育成。

①「振り返り」学習を徹底し、必要に応じて「学び直し」学習を実施する。
②授業改善を中心に、個に応じた学びの提供に努める。
③生徒の進路意識向上のため、キャリア教育を一層推進する。

A

C　多面的な評価の推進により、自己肯定感を高める。
D　学校行事を主体的に運営させることで、自己有用感を高める。

④生徒個々の学習実態を把握する観点別評価に努める。
⑤種々の行事において、生徒の主体的活動を促進する指導に努める。

E　基本的生活習慣の確立を促す指導を充実させる。
F　ルールやマナーの理解を深める取り組みを充実させる。

G　生徒一人ひとりが安心出来る環境を作る。
H　人権教育の充実を図る。

授業アンケート結果
（4段階評価で１・２の割合）
タブレットやスマートフォン７７％
ＩＣＴ活用６９％

行事満足度（肯定的解答）
体育祭：92％
飛梅祭：95％

学校生活全般への積極性（肯定
的回答）…85.4＆

式典、各学校行事、表彰式の要項の作成、企画をし、円滑な学校運営を支える。

生徒会を中心に、生徒主導で学校行事の企画・運営を行うために、事前の指導を充実させ
る。

体験的な活動を充実させ、非認知能力を育成する。

委員会活動や部活動の充実に努め、様々な場面でリーダーシップを発揮できる生徒の育成
を目指す。

A　基礎学力の充実 A

校則やマナー等の意識（肯定的
回答）…90.1％

A

⑧計画的面談等を通して、生徒とのコミュニケーションを充実させる。
⑨職員研修等を通して、生徒とのコミュニケーションに係るスキルを向上させる。
⑩現在の社会状況に合った人権教育の内容を研究する。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

　地域とともに活動する経験を通して、自らの夢を見つけ、育み、叶える力を持った人材を育成する学校
総合的な探究の時間や行事をはじめとした特別活動を中心に、地域と一体となった教育活動を通して、自らの夢を見つけ、一人一人の違いを認めて輝ける人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・目標達成に向けて粘り強く取り組み続ける力
・奉仕の精神を持って他と協調できる人間力
・学びに向かう姿勢を支える学力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・基礎学力定着のための「振り返り」学習の徹底
・自己肯定感や自己有用感涵養のための観点別評価の実施
・課題解決型学習の推進

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・学業や特別活動、運動競技・文化活動等の多様な分野において真面目に努力している人
・高校生活全般に積極的かつ意欲的に取り組む人

⑥遅刻や欠席の多い生徒への面談等の緻密な指導を継続的に実施する。
⑦教師が率先垂範を心がけるとともに、生徒指導に係るホームルーム活動の充実に努め
る。

学校運営協議会
からの意見

授業時間の確保により、先生方に振り返りを行うゆとりある授業計画につなげる。

・ホームページなどの更新を
頻繁に行う方が良い。更新
の頻度が重要である。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）

学校ホームページやSNS（Instagram）の行事ごとの更新と記事内容の工夫を行う。

校務用や生徒用ネットワークの整理を適切に行い、校務や授業に効率的に活用できるように
する。

A

E　基本的生活習慣の確立を促す指
導を充実させる。 B

　わかりやすい授業の実現により学力を実感する生徒
が多く、厳正な考査の実施の効果もあって、基礎学力を
向上させた生徒が増加した。
　一方で「振り返り」については十分とは言えず、授業進
度を確保しながらの「振り返り」の一層の実施が次年度
の課題である。

　遅刻や欠席状況を都度把握する取り組みを充実させ、
状況を学年と共有することにより、継続的な指導につな
がった。
　欠席状況としては１学年から２学年への進級時と夏休
み明けに大きく増加する傾向があり、この時期の生徒へ
の細やかな指導が必要である。

G　生徒ひとりひとりが安心できる環境
を作る。 A

I　地域との連携を推進し、総探におけ
る取組を充実させる。 A

総探満足度（肯定的回答）
1年91％、2年91％、3年98％

授業アンケートより
ICT機器の活用
されていると感じる…
１年71％２年72％３年60％
されていないと感じる…
１年17％２年14％３年25％

A

B

研修内容満足度…90％
次年度の研修について
最新の入試動向・進路指導
について…57.9％
校務効率化（DX・ツール活
用）…47.4％

A

B

　chrome bookの活用が日ごろからよく行われており、授
業に効果的に使用されている。一方、ＰＣ、タブレット、プ
ロジェクターの管理は数が多く、十分に手が回らない実
情がある。特に、生徒用chrome bookの修理の手続き等
がスムーズに行うことができず時間がかかるケースが
あった。式典、各行事は各分掌・係との調整・連携を十
分に行っていきたい。

　行事の運営においては、積極的生徒指導の視点で生
徒の規範意識や帰属意識を高められるような仕掛けを
心掛けたことで、生徒の成長を促すことができた。
次年度は、リーダーの育成の視点をより一層もって全体
に指導していきたい。

　アンケートや通常の学校生活において、何か問題が生
じた際には、職員間の連携をしっかりと図り、組織的に
対応することができた。
　規範意識について、生徒の自己評価では高い数値と
なっているが実際にはまだ課題は多くある（風紀面、登
下校）。根気強く、継続的に指導を重ねていきたい。

　熱中症予防講演会や保健委員会による保健だよりや
掲示物の作成により、生徒の自己管理意識・能力の向
上に繋げることができた。
　アンケート結果からは約2割の生徒に欠食傾向がみら
れた。高校生の健康維持や生活リズムの安定のため、
朝食を毎日とる習慣づくりが課題と考えられる。

　生徒の情報共有を図ることで、生徒理解や学年・教科を超えた
支援にもつながった。訪問相談員との連携で、生徒への支援が
充実し、安定した支援を継続的に行うことができた。
アンケート結果では、24時以降に就寝する生徒が約55％と半数
以上を占めた。心身の健康のためにも、睡眠時間の確保が課題
であると考えられる。

　例年行っている行事ではあるが、生徒の状況等に鑑み
て、少しずつではあるが変化を加えた実施ができた。次
年度は、３年生はこの数年で最も多い在籍者数で、１年
生は逆に最も少ない在籍者数で迎えることになる。更な
る内容のブラッシュアップが課題となる。

　地域との連携が定着してきたのではないかととらえて
いる。
　次年度の連携先の選定や依頼を年度末に行うが、特
に新1年生は在籍者数減となるため、関わる企業を少な
くする必要がある。全体的に規模縮小の傾向となるた
め、内容の見直しが課題となる。

　若年研修やエキスパート研修など基本研修などにおける研究授業を実
施することができたが、若年研修の3回目や３年目の研究授業の実施時期
が３学期後半になってしまったのでより計画的に早い時点で実施するよう
改善が必要である。年間計画の実施段階を細かく確認するなどの対応を
行う。ICT機器の活用１，２，３年とも「されていると感じる」７０％の一方で３
年の２５％は「活用されていない」という意見があった。ICT活用などに関わ
る研修を企画することが課題となる。

D　学校行事、式典を円滑に運営する
ことで、伝統を引き継ぎ、充実した学
校生活の形成を図る。
⑤種々の行事において、生徒の主体
的活動を促進する指導に努める。

B　生徒個々の進路志望実現に向け
た学力を育成する。 B

B

B

G　全ての生徒が安心して学校生活を
送ることができる支援体制、及び校内
環境を整える。

A

緊急時の避難マニュアルを作成し、火災や自然災害等を想定した防災避難訓練を行う。

G・H　生徒一人ひとりが安心出来る環
境を作る。人権教育の充実を図る。

心の健康に留意を要する生徒について、スクールカウンセラーや訪問相談員等と連携を取
り、早期に把握し、適切な対応を図る。

B

A

・生徒会を中心に、継続して
様々な地元の活動にで活躍
している。同一の生徒が引き
続き参加しているところが素
晴らしい。
・以前に比べてマナーは向
上したと感じる場面が多々あ
る。

・学生ではない社会の第一
線で活躍している人物の話
を聴かせるのもいいのでは
ないか。

・教職員が笑顔で授業を行う
ことが、ひいてはその先生の
授業力の向上につながるの
ではないか。太宰府市には９
つの大学、高校がある。これ
らが、連携をしていくべきで
はないか。具体的には、教
員の困りごとを共有しあうな
ど学びの組織化を推し進め
るべきである。

生徒育成部
（保健課）

E　基本的な生活習慣の確立を促す
指導の充実を図り、生徒の自己管理
能力の向上、心身の健康の保持・増
進に繋げる。

福岡県立 太宰府 高等学校

　本年度の教職員に対する研修は内容の一部を計画から変更し、退職さ
れる先生の講話を実施した。外部から講師を招いて行う講話も良いが、本
校に勤務され、知っているようで知らない各先生方のお話を伺うことは大
変意義深く、今後も継続すべきものだととらえている。アンケート結果から
も満足度は高いが、ワンヘルス教育については再考の余地がある。次年
度はアンケート結果を基に内容を検討する必要がある。

A

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

進路支援部
（進学支援課）
（就職支援課）

探究活動で培った学びを確実に記録し、生徒個々の進路実現につなげる。

本校の実態に即した内容で研修プログラムを構築し実践する。

授業研究の機会を確保するために研究授業を計画･実施する。

授業アンケートを実施し、生徒の実態把握と教職員の授業改善の材料とする。

県教育センター専門研修等の校外研修受講を推進し、初任研等の基本研修の計画･実施の
充実を図る。

最新の教育情勢の情報共有、特別支援を必要とする生徒への対応についての研修を実施
する。

各種ガイダンス、大学見学会や外部講師による模擬授業等を実施し、勤労観・職業観の育
成をし、必要な進路選択ができるようにする。

総務部
（研修課）

A　授業改善を中心に、個に応じた学
びの提供に努め、授業研究を推進す
る。

教育支援部
（教務課）

　中学生体験入学はリモートで実施し、新たに生徒会、部活動の
学校紹介動画、体験授業を行ったが中学生の反応はよかった。
次年度もさらに内容を検討し、充実させたい。塾対象説明会、個
別相談は同日に企画し円滑に行うことができた。時期、時間設
定も適当であり、特に個別相談は時期を空け複数日行うことも
検討したい。インスタの情報発信は適宜行うことができた。
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A

自己評価及び学校運営協議会評価を踏まえた今後の改善策

A

A

A

A

芸術科広報媒体の充実を図る。

授業改善による芸術科教育の拡充を図る。

生徒の能力と現状をきちんと把握し、能力や目標に応じた指導を行う。

授業規律を保ち、学習に集中できる環境を整える。

学び直しや振り返りの時間を設け、基礎学力の定着を図る。

　学習環境を整え、授業改善を図ることで成果を得られた。講座
や課題を活用し、学力補充を行うことができた。次年度は生徒の
目標とする進路実現に向けて一層きめ細やかな指導を行いた
い。

　修学旅行において生徒たちがマナーを守り、見通しを持った行
動を取れ、これまでの指導の成果を感じた。来年度も面談・対話
を重視し、個別に見守りが必要な生徒においては引き続き組織
的な対応を行う。

　　進路支援部と協力して面接等を行い、８割の生徒の進路を年内に決定
することができた。また、推薦入試、総合型入試、一般入試に向けての対
策も学年全体で行うことができた。就職に関しても同様に進路支援部との
協働で、多くの生徒が希望に沿った就職先を決定することができた。一部
保護者との話し合いが不十分であったので、次年度の課題としたい。

A

・よく挨拶もする。まとまって
いる気がする。

・授業中よく顔が上がってい
る。真剣に授業を聞いてい
る。

授業満足度
　授業のわかりやすさ…92％
　興味喚起の工夫…91％
　理解度…90％

二者面談・三者面談…100％実
施
いじめ・生活に関するアンケート
…100％回収

授業満足度
　授業のわかりやすさ…89％
　興味喚起の工夫…90％
　理解度…84％

　授業のわかりやすさ等生徒の実情に合わせた授業改善が図
れているが、次年度は進路に応じた個別の対応が求められる。
さらに、生徒の学習意欲を高めるための「わかる授業」の実践が
必要である。

学校運営協議会評価

・本校の特色化及び活性化を総力を挙げて図る。

・今年度の広報活動を日程、媒体等を含めより効果的なものにすることによって、地域住民、中学生やその保護者に本校の特色をアピールし、その浸透を図る。

・生徒の学力を伸ばし、第一希望進路の達成率を向上させ、志願倍率の向上につなげる。

・授業時数を更に確保するとともに、観点別評価を徹底し、授業改善につなげ、生徒それぞれの個に応じた授業内容、教材を充実させ授業の質の向上を図る。

・地域連携の取組を更に発展させ、この地域の中での存在感を発揮させ、地域社会から信頼され、頼りにされる学校を目指す。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

AB芸術科教育の充実と進化に努め
る。 A

第１学年

A・E　生徒の学習意欲を喚起し、学習
に臨む姿勢、学習習慣、基礎学力を
身に付けさせる。

A

  学習・行事・部活等に積極的に取り
　組みましたか
　　　できた…93％

F・G　ルールやマナーの意義やそれら
を守ることの重要性を理解させ、生徒
が安心して学習活動ができる環境を
整える。

第２学年

A・B　基礎学力を充実させ、生徒個々
の進路志望実現に向けた学力を育成
する。

F規範意識を徹底することで社会の一
員としての自覚を持たせ、「世の役に
立つ人間」を育成する

　・実技講習会については、回数を４回から３回に変更したが、参加者の大
幅な減少はなく、むしろ第３回講習会においては増加傾向にあった。詳細
な添削シートに感心される保護者も多い。また、中学生進路事業について
は、他地区に参加できなかった生徒・保護者もあり、念頭に置く必要があ
る。特に第５学区については、芸術科の担当を増やし、積極的に対応する
必要がある。受験者数の増加は、第５学区外が増えているだけである。

　今年度は、九州国立博物館やデフリンピックとの連携事業など大きな地
域とのイベントとつながることができた。大きな展覧会での入賞や１年生で
の入賞者増も見られたが、長年、継続してきた高文連美術工芸部門全国
大会・九州大会推薦が途切れたことは大きい。全国大会レベルへの参加
は生徒の進路に大きな影響を与えてくれるものであるので、次年度は挽回
したい。

第３学年

B個々の進路実現に向けて学習環境
を整え、進路実現に必要な学力を付
けさせる

A

A

校則、マナーを意識して生活した…88％
生活面（クラス、友人）に満足している…
89％
行事に満足している…92％

A

（１）芸術科行事や進路学習を通して、3年間を見通した指導を実践する。

B

芸術科

IJ本校芸術科教育の広報活動を工
夫、改善し、美術・書道への興味・関
心を持った生徒の獲得に努める。

A

A

広報活動、実技講習会を充実させ、受検者数の安定をめざす。

芸術科広報行事の充実を図る。

（２）全国規模の公募展やコンクール、地域連携への積極的参加を図る。

A　

B

研修内容満足度…90％
次年度の研修について
最新の入試動向・進路指導
について…57.9％
校務効率化（DX・ツール活
用）…47.4％

A

A

　太宰府高校の生徒は継続して様々な地元の活動で活躍
されていて、素晴らしい。特に同じ生徒が引き続き参加され
ているので、リーダーシップの面でも期待できる。太宰府市
をフィールドとして活動することで「地元愛」が育ってきてい
る。ぜひ、この地域を盛り上げて欲しい。

各行事において参加人数、参加
状況を記録（参加２７９人（前年
比ー６３人）※実技講習会１回減
のため4月に芸術科新入生アン
ケートを実施（R8より）

2月に「芸術科卒業生アンケート」
を実施
３年間満足度（大変満足・満足
80%）、芸術科授業満足度（大変
満足・満足100%）,制作環境満足
度（大変満足・満足80%）等

　面談やアンケートを活用し、必要に応じて早い対応ができたこ
とは特別指導が0件であったことも含め大きな成果といえる。
様々な問題を抱えている生徒に寄り添うべく、さらなる個別対応
の徹底が必要である。

集団生活に必要なルールやマナーの意味を理解させ、規律ある学校生活を送らせる。

学校生活や行事を通してリーダーの育成や、良好な人間関係作りを経験させる。

  学校生活は充実していましたか
    充実していた…96％
　高校入学時の目標は達成できま
　 したか
　　　できた…86．8％

・しっかりと最上級生として学
校行事などに頑張っていると
思う。
・４０周年記念式典の生徒代
表挨拶は素晴らしかった。

　多くの生徒が高校３年間で規範意識を身に付け、実りのある学校生活を送るこ
とができた。しかし、一部の生徒は指導が入らず、転学者や退学者と停学者をだ
した。生徒指導は保護者の協力がなければ難しいと感じた。また、一部の先生方
での指導ではなく、学年全体での指導が不可欠であると感じた。生徒に寄り添っ
た指導を基本にしながら、ダメなものはダメと厳しい指導を忘れないようにした
い。

規律と責任を身に付けさせるために、授業・ＨＲ・学年集会等を有効に活用する。

校則についての訓話をし、校則をしっかりと守らせることで自律心を育て、社会のルールを遵
守する生徒を育てる。

学校行事に積極的・意欲的に参加するように促し、帰属意識を育てる。

進路指導部との情報共有を密にし、生徒全員の進路決定を図る。

生徒の自己有用感育成の為に指示型でなく思考させる言葉がけを行う。

学期に1回以上は生徒と面談する機会を設け些細な変化を見逃さないよう意識する。

原則個別対応を常とし、生徒の特性に合った指導や言葉がけを工夫する。

・九州国立博物館などとの連
携を含め地域連携を推進し
ている印象がある。
・今年も体育祭のバックボー
ドは素晴らしかった。

不登校傾向や問題行動等には、面談や複数の教員で関わるなどきめ細やかに対応する。

コース別クラス編成のメリットを生かし、授業・ＨＲ・課外を有効に活用することで、個々の進路に合わせた学
力を向上させる。

教室・ロッカーの整備、授業規律を徹底させることで、学習に集中できる環境を整える。

A

D・F　生徒の自己有用感を高めルー
ルやマナーを自ら見直すことができる
力を身に付けさせる。

G・H　生徒一人ひとりが安心出来る環
境を作る。人権教育の充実を図る。

生徒の実情を把握し、授業改善を日常的に行う。

生徒・保護者との面談を充実させ早期対応を心掛ける。

授業規律の確立の為に教員が連携して行い、落ち着いた環境を作る。

　本年度の教職員に対する研修は内容の一部を計画から変更し、退職さ
れる先生の講話を実施した。外部から講師を招いて行う講話も良いが、本
校に勤務され、知っているようで知らない各先生方のお話を伺うことは大
変意義深く、今後も継続すべきものだととらえている。アンケート結果から
も満足度は高いが、ワンヘルス教育については再考の余地がある。次年
度はアンケート結果を基に内容を検討する必要がある。

A

研修を通して教職員一人ひとりの人権意識を高め、人権を尊重できる学校環境づくりに努め
る。

総務部
（研修課）
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